






研究目的 

神経芽細胞腫(以下 NB)の最良の救命法は,0 歳児に腫瘍を発見することにある。現在の医学

ではマススクリーニングをおいては他に対策を見出せない。世田谷区では 56 年 5月より,

練馬区では 58 年 4 月より本法を実施してきた。一般健康乳児を対象とするので,保健所お

よび区役所の行政面での PR,検体回収の円滑化,実際的な指導などの協力の下に,当,国立

小児病院がそのテスト施行を受持ってきた。 

比較的限られた範囲ではあるが,発見後は直ちに治療開始の態勢を作り,その治療に万全を

期すことができる点で,専門病院と直結するシステムをとったものである。治療予後を公表

し,できるだけ多くの住民の参加を促し,回収率の向上を期してゆくことが国立病院の地域

医療として重大な使命である。また,東京都の一部地区として全国的規模の一環の資料を担

える意義も深い。 


